
ＬＰガスを車両積載・移動する際の注意点

ＬＰガスがトラックの車両等に積載されて移動している状態では
一般消費販売のＬＰガス（ＬＰ法）であっても「高圧ガス保安法」の適用を受けます。

ＬＰガスの場合、移動に関する具体的な基準は
「液化石油ガス保安規則」（液石則）により規定されてます。

液石則第４８条 車両に固定した容器による移動 ローリーなどの基準 （省略）

液石則第液石則第液石則第液石則第４９４９４９４９条条条条 そのそのそのその他他他他 バラバラバラバラ積積積積みなどのみなどのみなどのみなどの場合場合場合場合

以下は第４９条各号についての概説です。

１ 警戒票の掲示

黒字に黄色文字で「高圧ガス」と書いた警戒票を車両に
表示します。 サイズは車幅で異なります。

25㍑以下の容器により、合計50㍑以下の積載なら適用除外

㌔容器＝約 ㍑。工事車両が ㌔容器を 本積んで8 19 8 3

現場に向かうなら警戒票を付けなければならない。

２ ４０２ ４０２ ４０２ ４０度以下度以下度以下度以下のののの保持保持保持保持

「猛暑日」に容器が直射日光に晒されるような場合は４０℃を超えるおそれがありますので注意を。

３３３３ 突出突出突出突出したしたしたしたバルブバルブバルブバルブのあるのあるのあるのある容器容器容器容器にはにはにはには、、、、固定固定固定固定プロテクタープロテクタープロテクタープロテクターかかかかキャップキャップキャップキャップがががが必要必要必要必要

固定プロテクターがついた キャップを付けた状態の
㌔容器 ㌔容器10 50

この状態で積載する。

４４４４ 転落転倒転落転倒転落転倒転落転倒によるによるによるによる衝撃衝撃衝撃衝撃、、、、バルブバルブバルブバルブ損傷損傷損傷損傷をををを防止防止防止防止するするするする措置措置措置措置をををを講講講講じじじじ、、、、乱暴乱暴乱暴乱暴にににに取取取取りりりり扱扱扱扱わないわないわないわない。。。。

いくつか例示がありますが主なもの
・上から物が落ちるような場所には積まない
・水平な場所に置くこと
・横置きでは積まないこと
・ ㌔より大きな容器はは縦二段以上に積まないこと。20



５５５５ 消火器消火器消火器消火器、、、、緊急工具緊急工具緊急工具緊急工具のののの携行携行携行携行

ＬＰガス積載量が ㌔までは 以上能力を持つ消火器１本以上を携行。150 B3

図は緊急工具の例
25㍑以下の容器により、合計50㍑以下の積載なら適用除外

工事車両が ㌔容器 本積んで現場に向かうなら8 3

消火器を積み、かつ工具も備えなければならない）

６６６６ 消防法危険物消防法危険物消防法危険物消防法危険物ととととＬＰＬＰＬＰＬＰガスガスガスガスのののの混載混載混載混載はははは次次次次のののの場合場合場合場合をををを除除除除いていていていて禁止禁止禁止禁止

120120120120㍑㍑㍑㍑未満未満未満未満のののの容器容器容器容器をををを用用用用いたいたいたいたＬＰＬＰＬＰＬＰガスガスガスガスとととと第第第第４４４４類危険物類危険物類危険物類危険物（（（（灯油灯油灯油灯油などなどなどなど））））

( ㌔容器＝約 ㍑なのでＯＫ)50 118

７７７７ 積積積積みみみみ降降降降ろしろしろしろし時時時時をををを除除除除くくくく駐車時駐車時駐車時駐車時はははは、、、、学校等学校等学校等学校等（（（（第一種保安物件第一種保安物件第一種保安物件第一種保安物件））））やややや住宅密集地住宅密集地住宅密集地住宅密集地（（（（第二種保安物件第二種保安物件第二種保安物件第二種保安物件））））
をををを避避避避けることけることけることけること。。。。食事等以外食事等以外食事等以外食事等以外でみだりにでみだりにでみだりにでみだりに車車車車からからからから離離離離れないことれないことれないことれないこと。。。。

㍑以下の容器により、合計 ㍑以下の積載なら適用除外25 50

（詳細省略）８ ＬＰガスを３トン以上積載する場合は資格等が必要

９９９９ イエローカードイエローカードイエローカードイエローカードのののの携行携行携行携行

移動中の災害事故防止のために必要な注意事項を記載した書面を運転者が携帯しなければならない。
社団法人日本化学工業協会が推進する「イエローカード」の書式を使用するよう例示されている。

25㍑以下の容器（移動時注意事項のラベル※が貼ってあるもの
に限る）により、合計50㍑以下の積載なら適用除外



【イエローカードの例】

社団法人日本化学工業協会では、黄色地の用紙にＡ 版両面印刷と制定している。4

※【ラベルに表示すべき事項の例】

あらかじめラベルをボンベに貼っておくことで、イエローカード携行の替わりとすることができる。

取り扱い上の注意
１． ＬＰガス容器の取り扱い及び移動中の基本的注意事項

( ) 火気に近づけないで下さい。1

( ) 車の中など４０℃以上になる恐れのある場所には放置しないで下さい。2

( ) 容器は、必ずバルブを上にして立てて置き、転倒・転落しないようにして下さい。3

( ) 容器やバルブに衝撃を与えたり、粗暴な取り扱いはしないで下さい。4

( ) 車の振動でバルブが緩むことがあるので、時々点検して緩みがあるときは締めて下さい。5

( ) ＬＰガス容器は、本来の目的以外に使用しないで下さい。6

２． ガス漏れがあった場合の措置

( ) 容器バルブから漏れたときはバルブを強く締めて下さい。1

( ) 風通しの良い屋外に移し、絶対に火気を使用しないで下さい。2

( ) ＬＰガス販売店、保安機関、または消防署などに連絡し、その指示に従って下さい。3

３． 応急措置

( ) ＬＰガスを吸入した場合は、新鮮な空気のある場所に移動し、人工呼吸の手当てをして下さい。1

( ) 液が皮膚に付着した場合は、必要に応じて凍傷の手当てを行ってください。2

（日本ＬＰガス団体協議会制定 技術基準Ｓ高 ）-001
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